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骨髄バンク事業における役割分担 

（日本骨髄バンクホームページから抜粋） 

 

 

 

機関名 主な役割 

内閣府 
「公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律」に基づき、所轄法人

である日本骨髄バンクの指導監督を行う。 

厚生労働省 

●法に定める基本理念に則り、下記に関する施策を策定し、実施する。 

１ 国民の理解の増進 

２ 情報の一体的な提供 

３ 提供者の健康等の状況の把握及び分析のための取組の支援 

４ 造血幹細胞提供関係事業者の安定的な事業運営の確保 

５ 研究開発の促進等 

６ 国際協力の推進 

７ 移植に用いる骨髄及び移植に用いる末梢血幹細胞の採取に係る医療提供

体制の整備 

●骨髄・末梢血幹細胞提供あっせん事業の許可を行うとともに、事業者の実施す

る普及啓発・連絡調整業務等に対して国庫補助を行うことにより、事業の適正

かつ積極的な推進を図る。 

●造血幹細胞提供支援機関を指定するとともに、造血幹細胞提供支援機関の実

施する業務に対して国庫補助を行うことにより、造血幹細胞提供事業の円滑な

実施を図る。 
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日本骨髄バンク 

●法に基づく骨髄・末梢血幹細胞提供あっせん事業者として、骨髄・末梢血幹細

胞提供あっせん事業に係る次の業務を行う。 

・普及啓発及びドナー募集業務を行う。 

・骨髄・末梢血幹細胞移植までの連絡調整業務を行う。 

１ 患者登録受付 

２ 日本赤十字社へ HLA型適合ドナーの検索依頼 

３ HLA 型適合ドナーに対するコーディネーターによる説明、確認検査実施、

最終適合ドナーの審査 

４ 患者主治医との連絡調整 

５ 医療機関（骨髄採取及び移植施設）との連絡調整（国際協力も含

む） 

・ドナーに対する傷害補償業務を行う（民間の団体傷害保険を活用）。 

・コーディネーターの養成研修業務を行う。 

・骨髄・末梢血幹細胞移植に係る国際協力事業を行う。 

・骨髄・末梢血幹細胞移植に関する調査研究事業を行う。 

・低所得者の患者への負担軽減措置を行う。 

日本赤十字社 

●法に基づく造血幹細胞提供支援機関として、次の指定業務を行う。 

・骨髄・末梢血幹細胞ドナー登録、その他造血幹細胞提供関係事業者等に協

力を行う。 

・造血幹細胞提供関係事業者の事業について、必要な連絡調整を行う。 

・移植に用いる造血幹細胞に関する情報を一元的に管理し、医師、 その他の

移植に用いる造血幹細胞を必要とする者に提供する。 

・移植に用いる造血幹細胞の提供に関する普及啓発を行う。 

医療 

機関 

認定 

施設 

●適切な非血縁骨髄・末梢血幹細胞移植を行う施設として、日本造血・免疫細

胞療法学会が認定する。日本骨髄バンクの協力依頼を受け、非血縁骨髄・末

梢血幹細胞移植を実施する。 

●適切な非血縁骨髄・末梢血幹細胞採取を行う施設として、日本骨髄バンク協

力のもと日本造血・免疫細胞療法学会が認定する。日本骨髄バンクからの協力

依頼を受け、非血縁骨髄・末梢血幹細胞採取を実施する。 

地方自

治体 

都道 

府県 

●法の基本理念に則り、国との適切な役割分担をふまえて、移植に用いる造血幹

細胞の適切な提供に関する施策を策定し、主に以下の活動を実施する。 

・普及啓発 

・関係者間の連携確保を図るための連絡協議会の設置運営 

・保健所におけるドナー登録受付 等 

保健所 

設置市 

 


